


計画の策定にあたって

1.計画策定の趣旨

わが国では，死亡率の値下に伴う平均零命の延伸と少子化の進行による若年人口の

減少から.世界に例を見ない速さで高齢化が進展しています。平成 19年 10月1日

現在，高齢化率は 21%を超え.5人に1人が 65歳以上の高齢者.10人に1人が

75歳以上の後期高齢者という「本格的な高齢社会」となっています。

一方，本市の高齢化率は全国平均と比べると値いものの，今後急速に高齢化が進む

ものと推計されており.今後到来する「本格的な高齢社会」に向けた準備を着実に進

めていく必要があります。

本市では，平成 17年3月に「福岡市保健福祉総合計画」の分野別計画として「高

齢者プラン」を.平成 18年3月に「第3期福岡市介護保険事業計画」をそれぞれ策

定し，両計画に基づいて高齢者保健福祉施策を総合的に推進してきました。

この度，平成21年度から 23年度までの3年間において，本市の持続可能な高齢

者保健福祉施策の総合的な推進と介護保険制度の円滑な実施を図るため.高齢者に関

する各種施策の基本方針及び具体的な事業展開並びに介護保険制度運営の基本となる

各種サービスの見込量等を定めるものとして.r老人福祉計画」と「介護保険事業計画」
を一体的に策定します。

2.計画の位置づけ

本市の保健福祉施策は.r新・基本計画」の保健・医療・福祉分野における具体的な
計画として，平成 12年に策定し，平成 17年に改訂しだ「福岡市保健福祉総合計画」

により.r優しさに満ちだ健やかで安らぎのある福祉社会」の実現を目指レた総合的・
一体的な取り組みを進めています。

「福岡市高齢者保健福祉計画」は，老人福祉法及び介護保険法の規定により策定が

義務づけられだ老人福祉計画及び介護保険事業計画を一体的に策定するもので.r福岡
市保健福祉総合計画」の分野別計画のうち，主に「高齢者プラン」の内容が相当し.

その他「地域プラン」や「健康プラン」などとち関連しだ本市における高齢者施策の

基本方針を示すものです。
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福岡市総合計画

基本構想

新・基本計画

実施計画
(2011グランドデザイン)

-• ・保健・医療・福祉V分野の具体的計画
福岡市保健福祉総合計画 H12-H22 (11か年〉

健
康
日
本
幻
福
岡
市
計
画

館合プラン〈舗‘計画の目的・方針.俸高等〉

子どもプラン
〈こども錨合計画〉

地滅プラン
〈ともに豊かに暮らすために〉 • • • • • • ・・. 

• • • • • • • • •••••••••••••••••• 

健厳プラン
(安山レてすこやかな生活を送る定めに〉

0障がい奮の自
立と社会参加の
定めに

マ
福岡市高齢者保健福祉計画

O高齢者保健福祉事業に闘する総合的な計画
O介護保膜外サービスや施設の目標量
0介護保険事業に係る費用及び保験料に関する事項

介護保険事業計画

O日常生活圏域の設定
O介護サービスの種類ごとの見込量
O介護サービスの見込量の確保のための方策
O地域支援事業に要する費用及び見込量
0地域支援事業の見込量を確保するための方策
O介護サービスの円滑な提供を図るだめの事業に閉する事項
O保股給付の円滑な実施を図るために必要な事項
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第1章計画の策定にあたって

、、
3.計画期間

高齢者保健福祉計画は，いわゆる「団塊の世代」が高齢期を迎える平成 27年の高

齢者介護の姿を怠頭に，平成 26年における目標を立て，そこに至る中間段階の平成

21年度から平成23年度までの3年聞を計画期間とします。

H18 I H19 I H20 H21 H22 H23 H24 I H25 I H26 

前回計画

←点横・評価→

〈 〉 今回計画

策定作業 ←点検・評価→

〈 〉 次回計画

策定作業 ←点検・評価→

4.計画策定体制
、、

この計画の策定にあたっては，高齢者保健福祉施策に関レて幅広い意見を聴くため，

保健・医療・福祉の関係者や学識経験者，市民代表等を委員とする「高齢者保健福祉

専門分科会」を設置するとともに，この専門分科会のもとに「高齢者支援事業部会」

及び「介護給付費・基盤整備部会」を設置し，事業内容の検証や施策の方向性などに

ついて協議を行いまレた。

さらに，パブリック・コメントや市民説明会を通じて幅広く市民の意見を聴取し計

画に反映しています。
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